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平成３０年１月１日 Vol.１７ No.１ 

中国労災病院 
 

日本医療機能評価機構認定病院 

地域医療支援病院 

広島県指定がん診療連携病院 

 ◎ホームページにも、いろいろな情報を掲載しています。 

中国労災＿ 検索 

 

 

病院理念 

 患者中心の良質な医療と地域医療への貢献 

 新年明けましておめでとうございます。 

 平成３０年の夜明けを新たな気持ちで迎えられたこととお慶び申し上げます。 

 

 中国労災病院は以前から「地域医療連携の目標」を設定しています。それは「この地域に居住する『患者さんの一生涯にわ

たる健康管理』をおこなう。」ということです。もちろん私たちだけで出来ることではありません。 

そのためには、地域の診療所の先生方と私たち急性期病院とがペアとなってお互い協力しながら、一人の患者さんの健康を

一生涯にわたってフォローをしていくことが必要です。私たちはこれを「二人主治医制」と名付けています。 

「二人主治医制」には、万が一患者さんの病状が急変したとき等のセーフティネットとして、救急医療が重要となってきます。 

３０数年前、当時の院長であった矢村卓三先生が「救急は医療の原点」として救急医療に力を入れて以来、私たちはその伝

統を大切にしてきました。 

 しかし、医療を取り巻く環境は次第に厳しさを増してきています。平成３０年度は医療･介護診療報酬同時改定が予定されて

います。これは特に当院のような急性期病院には厳しいものとなるでしょう。新しく発足した新専門医制度により医師の確保が

難しくなるかも知れません。 

この様な厳しいときにこそ、私たちは基本に戻らなくてはならないと考えています。 

「地域医療連携・二人主治医制」と「救急医療」を当院の最重点課題としてこれからも取り組んで参りますが、これには、皆様

のご協力が欠かせません。 

 

 皆様のご支援をよろしくお願い申しあげます。 

当院には、1.5T(テスラ)MRI装置が 2台ありました。そのうち 1台が 3TMRI装置に更新されました。 

1.5Tから 3Tに変わり、何が変わるのか？ 

数値のとおり、磁場の強度が高くなるので、高分解能の画像が撮影され、より細かいところまで描出ができるようになります。 

また、トンネルの中が 1.5Tの装置より広くなっている為、撮影時の圧迫感が薄れて楽に検査を受けていただけると思います。 

音につきましても、3TMRI装置は大きくなるのですが、静音機能がある為 1.5T と同等あるいは 

撮影部位においては 1.5Tより静かになります。 

しかし、磁場強度が上がる為、人工関節等、体内インプラントを挿入されている患者様には刺 

激や発熱などのリスクが高く、また画像への影響も高くなり、今以上の注意が必要です。 

当院の MRI装置は 3T、1.5T ともに必要十分な能力を持っています。患者様の有益になる高 

画質な画像を提供したいと思います。 

院長  榎野 新   

MRI装置が新しくなりました 

 

 

  

 


